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ア
ド
ニ
ス
６４
号
刊
行

商
学
部
の
渡
辺
達
朗
教
授

（
流
通
論
）
の
ゼ
ミ
生
と
研

究
室
の
院
生
は
、
川
崎
市
の

丸
子
地
区
商
店
街
連
合
会

（
川
連
昌
久
会
長
）
が
展
開

す
る
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
い
る
。

ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
地
域
で
の

意
見
交
換
や
実
地
調
査
を
重

ね
、
学
生
の
視
点
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
で
同
商
店
街
を
盛
り

上
げ
て
い
く
。

丸
子
商
連
は
東
急
東
横
線

新
丸
子
駅
周
辺
の
四
つ
の
商

店
会
連
合
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
川
崎
市
商
工
会
議
所
の

事
業
を
支
援
し
て
い
る
渡
辺

教
授
が
、
丸
子
商
連
が
独
自

に
取
り
組
む
事
業
「
ま
る
こ

や
さ
し
ズ
ム
２１
」
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。「

人
に
や
さ
し
く
地
球
に

や
さ
し
い
店
づ
く
り
活
動
」

を
柱
に
、
シ
ニ
ア
世
代
や
子

育
て
世
代
が

安
心
し
て
商

店
街
を
利
用

で
き
る
運
動

を
展
開
し
て

い
る
。
渡
辺

ゼ
ミ
の
参
加

は
「
商
店
街

や
地
域
が
抱

え
る
問
題
を

知
り
、
学
生

な
ら
で
は
の

ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う

要
望
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

６
月
７
日
に
は
、
商
店
街

の
役
員
、
渡
辺
教
授
、
浜
田

悠
介
ゼ
ミ
長
（
３
年
次
）
ら

ゼ
ミ
生
１８
人
、
川
崎
市
か
ら

労
働
経
済
局
商
業
観
光
課
の

担
当
者
ら
総
勢
３０
人
が
同
商

店
街
に
集
ま
り
、
二
つ
の
提

案
が
発
表
さ
れ
た
∥
写
真
。

大
学
院
博
士
後
期
課
程
の

新
島
裕
基
さ
ん
は
、
利
用
者

と
商
店
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
た

め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
を
、
ま
た
ゼ
ミ
生
か
ら
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
が
提
案

さ
れ
た
。
こ
の
提
案
は
商
店

街
側
か
ら
好
反
応
を
得
た
。

丸
子
商
連
の
店
主
さ
ん
共

通
の
悩
み
は
店
主
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
、
さ
ら
に
低

価
格
勝
負
の
大
手
チ
ェ
ー
ン

店
の
台
頭
だ
。
川
連
会
長
は

「
若
い
人
た
ち
の
感
性
や
力

を
ぜ
ひ
借
り
た
い
」
と
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

新
島
さ
ん
は
「
個
人
商
店

の
お
客
に
対
す
る
思
い
や
り

や
き
め
細
か
さ
は
チ
ェ
ー
ン

店
に
は
な
い
も
の
。
地
域
に

浸
透
さ
せ
た
い
」
と
意
欲
を

燃
や
す
。

今
後
ゼ
ミ
生
ら
は
、
商
店

街
で
利
用
者
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
計
７
回
行
い
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
探
る
。
第
１

回
は
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
る
７
月
２１
日
だ
。

今
春
、
落
語
立
川
流
の
二

ツ
目
か
ら
晴
れ
て
真
打
ち
に

昇
進
を
果
た
し
た
。
２
０
１

１
年
に
亡
く
な
っ
た
立
川
談

志
さ
ん
の
直
弟
子
と
し
て
入

門
し
、
１９
年
目
。

４
月
２７
日
、
国
立
演
芸
場

（
東
京
・
三
宅
坂
）
開
催
の

立
川
流
落
語
会
で
は
ト
リ
を

取
っ
た
。
真
打
ち
披
露
口
上

で

ば
や

し

の
あ
と
、出
囃
子「
中
の
舞
」

で
高
座
に
上
が
り
、
古
典
の

「
人
情
八
百
屋
」
を
披
露
。

満
席
、
立
ち
見
も
出
た
会
場

の
聴
衆
か
ら
喝
采
を
浴
び

た
。

落
語
を
知
っ

た
の
は
１０
歳
の

こ
ろ
。
「
面
白

く
て
楽
し

く

て
。
こ
ん
な
に

ワ
ク
ワ
ク
す
る

も
の
が
あ
る
の

か
と
。
ラ
ジ
オ

の
落
語
番
組
を

カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
吹
き

込

み
、
繰
り
返
し

繰
り
返
し
聴
い

て
い
ま
し
た
」

専
大
松
戸
高

校
、
専
大
法
学
部
を
通
じ
て

落
語
研
究
会
（
お
ち
け
ん
）

に
所
属
、
４
年
次
に
進
路
を

考
え
た
と
き
も
「
落
語
家
」

し
か
思
い
つ
か
な
か
っ
た
。

「
こ
の
道
を
進
む
ん
だ
っ
た

ら
大
好
き
な
人
の
も
と
へ
」

と
９５
年
３
月
、
立
川
談
志
門

下
に
入
っ
た
。

し
か
し
、
７
年
後
の
０２

年
、
曲
が
り
角
が
訪
れ
た
。

「
二
ツ
目
昇
進
の
意
欲
が
感

じ
ら
れ
な
い
」
と
５
人
の
前

座
と
と
も
に
破
門
さ
れ
る
。

「
落
語
５０
席
と
唄
、
踊
り
、

講
釈
を
速
や
か
に
身
に
つ
け

る
」
と
い
う
師
匠
の
約
束
を

守
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

「
人
生
の
ド
ン
底
に
突
き

落
と
さ
れ
ま
し
た
」

そ
こ
か
ら
初
心
に
帰
っ
て

落
語
と
芸
に
打
ち
込
ん
だ
。

翌
０３
年
の「
復
帰
試
験
」で
、

た
だ
一
人
復
帰
。

そ
こ
で
二
ツ
目
昇
進
を
認

め
ら
れ
た
。

「
談
修
」
の
名
は
「
専
修

大
学
だ
っ
た
な
。
じ
ゃ
、
談

修
で
い
い
か
」
と
入
門
間
も

な
い
見
習
い
時
代
、
師
匠
に

付
け
て
も
ら
っ
た
大
事
な
宝

物
だ
。

落
語
以
外
に
、
芸
能
や
政

治
、
言
論
な
ど
の
分
野
で
足

跡
を
残
し
た
師
匠
。

「
談
志
は
僕
に
と
っ
て
神

様
。し
か
し
、そ
の
う
ま
さ
、

ブ
ラ
ッ
ク
な
面
白
さ
は
僕
と

は
違
う
世
界
。
初
め
て
落
語

を
聴
く
お
客
さ
ん
の
ハ
ー
ト

は
な
し
か

を
つ
か
む
よ
う
な
噺
家
に
な

り
た
い
。
分
か
り
や
す
く
て

心
か
ら
笑
え
る
落
語
を
懸
命

に
目
指
し
ま
す
」

そ
う
言
っ
て
、
き
り
っ
と

前
を
見
据
え
た
。

６
月
２８
日
、
東
京
・
千
代

田
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ

レ
ス
で
、
「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
バ

ン
タ
ム
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
山

中
慎
介
君
を
応
援
す
る
会
」

が
開
か
れ
た
。

校
友
会
、体
育
会
Ｏ
Ｂ
会
、

ボ
ク
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
会
が
呼

び
か
け
た
も
の
で
、
会
場
に

は
約
２
０
０
人
が
集
い
、
８

月
に
４
度
目
の
防
衛
を
狙
う

山
中
さ
ん
を
激
励
し
た
。

会
は
終
始
和
や
か
な
ム
ー

ド
で
行
わ
れ
、
甘
竹
秀
雄
校

友
会
長
、
古
田
達
男
体
育
会

Ｏ
Ｂ
会
長
ら
が
あ
い
さ
つ
を

し
た
。
最
後
に
山
中
さ
ん
が

謝
辞
を
述
べ
「
専
修
大
学
の

た
め
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
∥
写
真
。

会
場
か
ら
割
れ
る
よ
う
な
拍

手
が
起
こ
っ
た
。

山
中
さ
ん
の
次
回
の
防
衛

戦
は
８
月
１２
日
、
大
田
区
総

合
体
育
館
で
ホ
セ
・
ニ
エ
ベ

ス
選
手
（
プ
エ
ル
ト
リ
コ
）

と
対
戦
。
「
自
分
の
ス
タ
イ

ル
を
崩
さ
ず
、
良
い
面
を
出

し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
た
。（
「
専
大
ス
ポ
ー
ツ

編
集
長
」村
上
大
晃
・
文
３
）

〈
流
山
支
部
総
会
〉

▽
７
月
２０
日
（
土
）
１４
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
南
流
山
駅
か
ら
徒

歩
２
分
「
ア
モ
ー
レ
」
□問
馬

場
征
興
氏
☎
０４
・
７
１
５
９

・
０
２
５
２

〈
東
消
お
お
と
り
会
懇
親

会
〉

▽
７
月
２５
日
（
木
）
１８
時
３０

分
～
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１５

階
「
報
恩
の
間
」
□問
伊
藤
幸

永
氏
☎
０
９
０
・
１
６
０
５

・
１
４
７
７

〈
春
帆
楼
寄
席
〉

▽
７
月
２７
日
（
土
）
１６
時
３０

分
～
▽
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
か
ら
車

で
７
分
「
春
帆
楼
」
□問
原
義

治
氏
☎
０
８
３
・
２
６
７
・

３
１
８
１

神
尾
裕
司
氏
（
か
み
お
・

ゆ
う
じ
∥
昭
５３
経
営
）
㈱
イ

ク
ヨ
の
代
表
取
締
役
社
長
に

６
月
２６
日
就
任
。
本
社
∥
神

奈
川
県
。
自
動
車
用
部
品
の

製
造
加
工
並
び
に
販
売
、
ほ

か
。校

友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
６４

号
」
が
７
月
１６
日
に
刊
行
さ

れ
る
。
今
号
は
「
特
集
〈
同

期
の
友
〉
」
で
黒
岩
彰
さ
ん

（
昭
５９
商
）
と
馳
浩
さ
ん（
昭

５９
文
）
の
夢
ト
ー
ク
、
「
わ

れ
ら
専
修
」
で
は
河
村
晶
子

さ
ん
（
昭
３６
商
経
）
、
石
倉

美
智
子
さ
ん
（
平
９
院
文

博
）
を
、
「
体
育
会
監
督
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
松

澤
宏
昭
監
督
（
平
６
商
）
を

紹
介
す
る
。

か
つ
て
赤
瀬
川
原
平
が「
考
現
学
」を
展
開
し
、

鈴
木
清
順
が
映
画
に
つ
い
て
論
じ
た
芸
術
塾
「
美

学
校
」
（
藤
川
公
三
代
表
）
は
、
神
保
町
の
レ
ト

ロ
な
ビ
ル
に
あ
る
。

教
え
る
の
は
絵
画
、
版
画
、
写
真
、
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
な
ど
の
多
彩
な
ア
ー
ト
。
１
ク
ラ
ス
３
人

か
ら
１０
人
と
い
う
少
人
数
制
の
も
と
、
第
一
線
で

活
躍
す
る
講
師
と
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
独
自
の
表

現
を
追
求
す
る
形
式
で
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

南
伸
坊
や
渡
辺
和
博
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
輩

出
し
て
き
た
。

「
学
校
で
は
な
く
運
動
体
」
（
事
務
局
の
皆
藤

将
さ
ん
）
と
い
う
美
学
校
は
、
出
版
社
の
現
代
思

潮
社
に
よ
っ
て
１
９
６
９
年
に
設
立
さ
れ
た
。
翌

年
に
は
現
在
の
ビ
ル
に
移
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想

家
や
文
化
人
が
出
入
り
す
る
梁
山
泊
の
よ
う
な
雰

囲
気
に
。
澁
澤
龍
彦
や
埴
谷
雄
高
、
唐
十
郎
ら
が

講
義
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

同
社
か
ら
の
独
立
な
ど
を
経
て
２
０
０
０
年
に

た
い

じ

現
在
の
体
制
が
発
足
し
て
以
降
、
「
時
代
に
対
峙

し
て
面
白
い
動
き
を
し
て
い
る
人
を
講
師
に
呼

び
、
新
し
い
価
値
観
を
一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
原
点
に
戻
っ
た
」
と
皆
藤
さ
ん
は
説
明
す
る
。

社
会
派
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
物
議
を
醸
す
ア
ー
ト

集
団
「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
→
Ｐ
ｏ
ｍ
」
（
チ
ン
ポ
ム
）
の

リ
ー
ダ
ー
卯
城
竜
太
や
、
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
「
孤

独
の
グ
ル
メ
」
の
原
作
者
で
漫
画
家
の
久
住
昌
之

は
美
学
校
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
現
講
師
陣
の
一
人
（
久
住

は
今
年
度
は
休
講
）
。
東
京
芸
大
で
教
え
る
画
家

の
Ｏ

Ｊ
Ｕ
Ｎ
（
オ
ー
ジ
ュ
ン
）
、
「
コ
ム
デ
ギ
ャ

ル
ソ
ン
」
で
パ
タ
ン
ナ
ー
を
務
め
た
濱
田
謙
一
な

ど
ア
ー
ト
の
先
端
を
行
く
講
師
が
光
る
。

受
講
生
に
年
齢
や
経
験
の
制
限
は
な
く
、
入
学

試
験
も
な
し
。
ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
り
学
ぶ
意
欲

が
あ
る
な
ら
、
全
く
の
初
心
者
で
も
受
け
入
れ

る
。
そ
の
た
め
受
講
生
の
年
齢
は
幅
広
く
、
大
学

生
も
い
れ
ば
社
会
人
や
リ
タ
イ
ア
し
た
中
高
年

も
。
プ
ロ
志
願
者
、
趣
味
を
極
め
た
い
人
、
と
に

か
く
何
か
作
っ
て
み
た
い
人
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
、複
式
学
級
の
よ
う
な
環
境
で
触
発
し
あ
う
。

第
４５
期
と
な
る
今
年
度
は
音
楽
学
科
と
し
て
９

講
座
を
新
設
。
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
菊
地

成
孔
が
作
曲
を
教
え
て
い
る
。

美
術
系
の
講
座
は
週
１
回
、
午
後
（
４
時
間
）

ま
た
は
夜
間
（
３
時
間
）
。
入
学
金
４
万
円
、
授

業
料
２８
万
円
（
１
年
間
。
別
に
設
備
費
と
教
程
維

持
費
が
必
要
）
。
音
楽
学
科
は
隔
週
１
回
で
学
費

の
構
成
が
異
な
る
。

※
「
美
学
校
」
∥
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保

町
２
｜
２０
第
２
富
士
ビ
ル
３
階
☎
０３
・
３
２
６
２

・
２
５
２
９
（
受
付
時
間
１３
時
～
１８
時
∥
日
曜
除

く
）

学
生
の
ア
イ
デ
ア
で
「
人
に
や
さ
し
い
店
づ
く
り
」

��３１

商
・
渡
辺
達
朗
ゼ
ミ

川
崎
・
丸
子
で
展
開

▲ 「銅版画工房」で技法を学ぶ受講生

芸術塾 美学校

「
４
度
目
の
防
衛
を
」

Ｗ
Ｂ
Ｃ

王

者

山
中
さ
ん
を
激
励

多彩なアートが混在する特異な空間

－初めて聴く人のハートつかみたい－

▲ エッチングに取り組む

落
語
立
川
流
真
打
ち
に
昇
進

た
て

か
わ

だ
ん

し
ゅ
う

立
川

談
修
さ
ん

（
平
７
法
）

第５１４号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１３年（平成２５年）７月１５日（７）


